
白磁に浮かび上がる菊彫り淵騨雰”
出石郡出石町は、その名が示すようにこうして、繊細で艶やかな白磁が生まれ
鳥冨の陶石の豊富な産地である。古く、るのである。垂仁天皇時代に祭箔精器砿石神社祭神）伝統工芸師の岩上さんが､ 出石焼の特
が陶工を伴って但馬を訪れ、永住した時徴は「透き通るような白さと菊の花を形
から焼物の歴史が始まったと伝えられる。取った透かし彫りの美しさ」だと教えて
そして現在の出石焼が焼かれるようになくれた。土の時には赤味がかっているの
ったのは、１７６４（明和元）年から。美しに、乾けば真っ白・それは神秘的ですら
< 輝く白磁の出石焼の今昔を、小嶋茂生ある。
さんが案内してくれる。 昔は登り窯だったが今は電気とガスを
立杭焼のように天然の土からつくる焼併用。陶土づくりにも機械が導入されて
物と違って、出石焼はまず陶石を土にすいる。しかし、やはり繊細な造形は人の
る作業から始まる。石を水洗いし、粉砕。手に頼る伝統工芸。「最近、学校でも陶
粘着性と強度を増すための別種の陶土を芸クラブができたりして、若い人の関心
加えてから泥に。それをろ過し、磁石でも高まっています◎でも現在うちで伽い
鉄分を除いて圧搾。ようやく土ができ上ているのは、案外遠隔地からの人が多く
がる。陶石から土になるまで、約4 2 時間。てれ｡ 」小嶋さんは今、“地元での後継者
大変な時間と労力を要する作業である。育成”という大きな課題に取り組んでい
成形はロクロを使用する方法と、石膏る。

型に流しこむ方法の二通り。形ができ上
がったら彫刻し、素焼きしてから絵付け■白磁出石焼小嶋製陶所
する。そこで上薬をかけて再び窯へ。こ工場兵庫県出石郡出石町下谷一
こがボｲﾝ ﾄで､上薬に守られた模様は自宅金&鰯出雛撫庄,００
長< 使用しても消えることなく美しい。 壷.(0 7 9 6 5 2）２３９４
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岡本支店

、

涯

、
月
皿
日
朝
。
阪
急
岡
本
駅
を
南
へ
釦
メ

ー
ト
ル
。
太
陽
神
戸
銀
行
岡
本
出
張
所
の
二

階
へ
、
優
れ
た
判
断
力
と
行
動
力
で
あ
す
の

証
券
界
を
リ
ー
ド
す
る
神
栄
石
野
証
券
（
石

田
一
社
長
）
の
新
し
い
岡
本
支
店
（
船
越
嘉
次

支
店
長
）
が
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」

ロ
イ
ヤ
ル
ブ
ル
ー
の
ス
ー
ツ
に
白
い
ブ
ラ

ウ
ス
、
千
鳥
格
子
の
ネ
ク
タ
イ
姿
の
６
人
の

フ
ロ
ン
ト
レ
デ
ィ
た
ち
が
、
さ
わ
や
か
な
笑

顔
で
お
出
迎
え
。

今
、
サ
ン
Ｔ
Ｖ
で
活
躍
す
る
小
原
由
起
子

さ
ん
が
、
話
題
の
岡
本
支
店
の
船
越
支
店
長

と
、
フ
ロ
ノ
ト
レ
デ
ィ
の
チ
ー
フ
藤
本
晃
子

さ
ん
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

☆
国
際
感
覚
の
ハ
イ
タ
ッ
チ
蕊
ハ
イ
セ
ン
ス
で

６
人
の
フ
ロ
ン
ト
レ
デ
ィ
が

笑
顔
で
迎
え
る
岡
本
支
店
オ
ー
プ
ン

名品銘店
｜
‐
Ⅱ
’

神 栄石野証券

< パーソナリティ〉

インタビュアー

小､ 原由起子小
原
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
６
人
の

美
女
の
笑
顔
が
明
る
い
で
す
ね
」

藤
本
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昔
の
証
券

業
界
は
男
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
で
し
た
が
、
私

た
ち
証
券
レ
デ
ィ
の
口
か
ら
な
ら
聞
き
た
い

こ
と
が
聞
け
る
親
し
み
易
さ
を
モ
ッ
ト
ー
に

平
均
年
令
塑
才
、
若
い
力
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
大
切
に
、
笑
顔
で
お
客
様
を
お
迎
え
し
て

い
ま
す
。
」

小
原
「
岡
本
支
店
オ
ー
プ
ン
の
ご
抱
負
は
？
」

船
越
「
東
証
兜
社
の
証
券
会
社
の
中
で
、
神

戸
に
本
社
が
あ
る
の
は
神
栄
石
野
証
券
だ
け

で
し
て
、
国
際
感
覚
の
ハ
イ
セ
ン
ス
、
ハ
イ

タ
ッ
チ
で
割
く
証
券
会
社
を
イ
メ
ー
ジ
に
し

て
お
り
ま
す
。
岡
本
支
店
は
、
芦
屋
に
似
て

い
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
街
に
誕
生
し
た

左／小原由起子さんと船越嘉次岡本支店長

の
で
、
フ
ロ
ン
ト
は
全
員
女
性
で
と
頑
張
っ

て
い
ま
党
」

小
原
「
私
も
四
年
程
短
波
放
送
で
、
株
式
市

況
を
担
当
し
て
い
ま
し
て
、
今
は
サ
ン
Ｔ
Ｖ

で
財
テ
ク
コ
ー
ナ
ー
を
受
持
つ
な
ど
〃
株
式
〃

と
ご
縁
が
あ
り
ま
す
の
で
…
。
財
テ
ク
の
利

点
を
教
わ
り
た
い
で
す
ね
。
」

船
越
「
ま
ず
、
お
金
の
大
切
さ
が
判
る
こ
と
で

す
ね
。
私
は
人
間
は
リ
ス
ク
を
持
つ
こ
と
に

よ
っ
て
成
長
す
る
と
思
い
ま
す
。
〃
株
“
を

持
つ
｝
」
と
に
よ
っ
て
、
世
の
中
の
流
れ
を
先

取
す
る
精
神
と
、
判
断
力
が
そ
な
わ
り
ま
す

か
ら
、
老
人
ぼ
け
に
は
な
ら
な
い
（
笑
）
こ

れ
か
ら
の
高
齢
化
社
会
に
役
立
ち
ま
す
よ
。
」

小
原
頭
の
回
転
が
よ
く
な
っ
て
、
お
金
も

う
け
が
で
き
れ
ば
、
い
う
一
」
と
な
し
で
す
ね

（
笑
）
・
お
客
様
は
ど
ん
な
層
が
多
い
で
す
か
」

藤
本
「
本
日
オ
ー
プ
ン
で
し
た
が
、
８
割
方

が
ほ
と
ん
ど
女
性
客
で
、
男
性
客
は
昔
の
ご

ひ
い
き
の
方
々
で
す
。
ミ
セ
ス
の
方
々
は
２

０
０
万
、
３
０
０
万
を
運
用
す
る
お
つ
も
り

４
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神
栄
石
野
証
券
本
店
／
中
央
区
栄
町
通
１
ノ
２
ノ
５

念
０
７
８
．
３
９
１
．
０
０
０
１

岡
本
支
店
／
東
灘
区
岡
本
１
ノ
８
ノ
訓

念
０
７
８
．
４
１
２
．
８
２
７
１

で
来
店
さ
れ
、
岡
本
に
証
券
会
社
が
出
来
て

便
利
に
な
っ
た
と
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
」

藤
本
亜
ロ
は
お
金
は
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
貯
蓄
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、
た

め
る
よ
り
殖
や
す
時
代
で
す
。
私
た
ち
フ
ロ

ン
ト
レ
デ
ィ
と
ご
相
談
い
た
だ
い
て
、
証
券

貯
蓄
、
証
券
投
資
を
楽
し
ん
で
頂
け
た
ら
と

思
い
ま
す
。
」

小
原
「
神
栄
石
野
証
券
の
こ
れ
か
ら
の
動
向

を
お
伺
い
し
ま
し
ょ
う
か
。
」

船
越
「
銀
座
支
店
が
哩
月
、
来
年
３
月
末
に
新

し
い
太
陽
神
戸
銀
行
の
浜
側
の
典
和
ビ
ル
が

本
店
に
な
り
ま
す
し
、
５
月
は
川
西
支
店
、

７
月
に
は
渋
谷
支
店
と
店
舗
計
画
は
も
り
だ

く
さ
ん
で
す
。

そ
し
て
早
く
総
合
証
券
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

個
人
顧
客
の
皆
様
を
大
事
に
す
る
の
は
勿
論

で
す
が
、
法
人
部
と
国
際
部
を
強
化
し
て
行

く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
」

小
原
「
私
も
、
証
券
の
店
頭
に
久
し
く
来
な
か

っ
た
ん
で
す
が
、
岡
本
店
は
明
る
く
て
ソ
フ

ト
ム
ー
ド
で
い
い
で
す
ね
。
」

藤
本
「
砂
漠
に
水
が
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
、

い
ち
早
く
地
元
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
す
て
き

な
岡
本
支
店
に
し
た
い
も
の
で
す
。
」

船
越
「
岡
木
支
店
に
お
客
さ
ま
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
フ
ロ
ン
ト
レ
デ
ィ
が
皆
様
を
笑
顔
で

な
ご
や
か
に
お
迎
え
し
ま
す
。
株
式
業
務
は

全
て
と
と
の
っ
て
い
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。
」

＝ 三
宮

左よりレポーターの小原由起子さん、フロントレディの植原由華、藤本晃子、高島治美、篠原緑、村上陽子、立川富士恵の美しい皆さん。
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あの方の笑顔が見たいから､ 贈りものに､ 本物の味を選びます6 素材に
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本店には「甲南漬資料館」を併
まどころのこもったお歳暮に､ ｢ 化粧樽詰合せ_ Ｉ（３－F 円段しています( 入場料無料）

～２万円まで各種）をはじめ、「化粧函詰合せ・松茸入
甲南漬」ｒ珍味・海の幸」など各種取揃えております。

畠戸

ｄＬｈ

味とともに1 0 0 余年の伝統を誇る高級奈良漬

本社・神戸市東灘区御影塚町３－９－１６電話（0 7 8 ) 8 4 1 - 0 5 5 1
本店・神戸市東灘区御影塚町４－４－８電話（0 7 8 ) 8 4 1 - 1 8 2 1

甲 南清
甲南漬・味鰍r l 菱本舗

高嶋酒類食品様式害社
ノ、
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●かに酢・かにみそ●かにすき[ ちり」
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極めたこの味＝
まるやかさ！

た ｉ缶
Ｆ

ｂ今丁
ｉ缶

Ｆ
ｂ今丁ここ

ろＴ

ノ

本社神戸市灘区大石東町6 丁目 3 番１号
〒6 5 7ＴＥＬＯ７８－８７１－５２５１(代表）

ＦＡＸ(078)881-0378
束京支店東京都中央区新川1 丁目1 4 番5 号

〒104ＴＥＬ０３－５５３－２６０１（代表）ノＦＡＸ(03)552-1716

一

．
1

品質一筋金盃の心を贈る…

神戸市中央区磯上通7- 1 - 2 0か0 7 8 . 2 3 2 . 3 6 6 3
営業時間午前1 1 時半～午後9 時ﾗ ｽ ﾄ オーダー
●西村屋たじま路公078.291.0246●千人代官宕078.232.3355

忘年会･ 新年会のご予約を承りますｂ豊
縦
熟
澗

五年間守り育てた極上品
金盃超特級秘蔵酒
１．８９ピン詰・木箱入
〔限定品〕￥10 , 0 0 0

キンバイでカンパイ

かにすき[ちりＩ 4,20 0円

金 遥

『‐＝dｈ かにすき[ちり] 浜ｺ ース 5.80011」

i 砿の讃う画金盃酒造株式会社虫強

琶
璽

三宮店

かにすき[ちり] 磯ｺ ース 6. 8 0 0円

③訓曇

●かに珍味三種盛り●かに造り･ かにみそ●かにすき[ ちり’

字
．

》
罰
》
》
》
》
》
》
》
州
一
一
一

かにすき[ちり] 沖ｺ ース 8. 8 0 0円

各コースには､ ぞうすい喝香物､ デザートがつきます。

鰯｜
|ー

●かに珍味三種盛り●かに造り･ 力､ にみそ●炭火焼きがに
･かにすき[ちり１
かにすき[ちり]大名ｺース遷謹251壁塞愛《

ー一

10.000円
●かに珍味三種盛り●かに造り●かに姿苑で●かにすき[ ちり］

" 通”に喜ばれる小粋なセット
金盃１級純金箔入１．８２１本
金盃１級１．８２１本
オリベ竹丸小鉢( 美溌焼）５個
金盃セットＫ－５￥5 , 0 0 0
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戸

ら冬へ

ﾄ なＫＯＢＥの街
I T 牌付I 用戸弓声

●
画
コ
ア
印
の
、
力
吊

画
①
‐
エ
○
で

Ｋ
＆
Ｔ

《b， I-jト

●
く
つ
甲

太
田
く
つ
甲
店

元
町
一
番
街
山
側
念
３
３
１
．
６
１
９
５

べ
っ
甲
の
上
に
貝
を
あ
し
ら
っ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
デ
ザ
イ
ン
。
秋
の
お
し
ゃ
れ
進
ぜ
ひ
お

役
立
て
下
さ
い
。零奏:識

７国冠浬四国霊霊園顕毒塞弓四匡哩覇奉

。

●
画
材
・
額
縁

末
積
製
額

ト
ア
ロ
ー
ド
・
大
丸
前
垂
３
３
１
１
３
０
９

芸
術
の
秋
。
壁
而
も
変
え
て
お
部
屋
の
模

様
替
え
は
い
か
が
で
す
か
？

セ
ン
タ
ー
街
３
丁
目
６
．
．
泊
壷
３
９
２
．
２
０
３
０

本
格
的
な
ス
パ
ゲ
テ
ィ
！
、
各
穂
セ
ッ
ト

メ
》
｝
１
．
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。
焼
き
た
て

の
パ
ン
も
ど
う
ぞ
。

『唾－４戯Ｉ
零

●
中
央
区
北
野
町
４
１
８
１
３

ゴ
ル
フ
グ
ッ
ズ
と
街
の

々
の
ア
ク
セ
サ
眼
・
ノ
ー
・
・
…
．

し
い
も
の
ば
か
り
〃
．

ワ
ス
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軸

、

米国宝石学会鑑定誘別士( G ・ＩＡＧＧ. ) 大野治代他2 名
■六甲店
〒6 5 7神戸市灘区篠原中町1丁目2番4号
公078(881)600O阪急六叩駅西300m/駐車場完備
凹みか( ｳ吉(ジｭ ｴ ﾘ ｰ &プﾃ ｨ ｯ分
〒658布炉市東灘区御影中町1丁目17稲3号
公0 7 8 ( 8 4 3 ) 4 1 0 O 阪神みかげ駅北/駐耶場完備
回ﾗ ボﾙ ﾃ 芦屋店
〒6 5 9 芦屋市船戸町4 番1 - 1 2 9 号
、写07W(22)8800ＪR荊毛駅前北ﾗボﾙﾃ芦歴1Ｆ

時
の
流
れ
に
消
え
る
こ
と
な
く
、

た
し
か
に
輝
ソ
心
る
時
間
。

そ
れ
が
き
っ
と
、

私
の
メ
モ
リ
Ｌ
て
式

ジ
ュ
エ
リ
ー
を
装
え
ば
、

か
け
が
え
の
な
い
時
間
が
恋
ま
た
ひ
と
つ

℃

P 画
巳

ＬI

臼 賓堂

ノ

●

現代アートの代表的存在､ ペルニーチェ兄弟のデザインによるｶ ﾒ ｵ で魂独特の､ 優しさと可愛いらしさに
満ちあふれた作｣ 風｡ そこには､ 身につける人を包み込むような､ 不思議な魅力が秘められていま式
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○
で
、
三

☆
日
比
谷
シ
ャ
ン
テ
に
ベ
ニ
ヤ

セ
リ
ザ
ワ
が
進
出

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
グ
ル
メ
の

ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
〃
日
比
谷
シ

ャ
ン
テ
″
が
、
十
月
九
日
に
オ

ー
プ
ン
し
、
八
日
は
朝
か
ら
プ

レ
ビ
ュ
ー
。
東
宝
の
松
岡
社
長

と
竹
中
工
務
店
の
竹
中
社
長
、

ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
沢
口
靖
子
と

斎
藤
由
貴
さ
ん
ら
で
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
。
音
楽
噴
水
時
計
の
あ
る

合
歓
の
広
場
で
の
「
ス
タ
ー
手

形
除
幕
式
」
に
は
、
森
繁
久
弥

・
森
光
子
・
上
原
謙
さ
ん
ら
ス

タ
ー
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
東

宝
に
貢
献
し
た
ス
タ
ー
達
の
手

形
が
面
白
く
、
日
比
谷
シ
ャ
ン

テ
の
名
物
に
な
り
そ
う
。
神
戸

○
句
、
二

☆
ウ
ネ
新
本
店
オ
ー
プ
ン

創
業
以
来
型
年
、
神
戸
の
メ

ン
ズ
・
ハ
イ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
ウ

ネ
が
、
新
店
舗
を
元
町
２
丁
目

日比谷に新風が･ ･ ･

の
サ
ン
プ
ル
テ
イ
ス
ト
の
中
か

ら
選
び
ぬ
か
れ
た
恥
皿
と
、
を

そ
の
ま
ま
品
名
に
し
た
「
ザ
・

ブ
レ
ン
ド
」
は
型
も
シ
ン
プ
ル

な
角
形
。
毎
日
飲
む
〃
お
い
し

さ
の
基
本
″
を
大
切
に
し
た
「

テ
イ
ス
テ
ィ
。
カ
フ
ェ
」
。
満
足

の
い
く
味
と
デ
ザ
イ
ン
で
す
。

三
，
三
ｍ

☆
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
Ｕ
Ｃ
Ｃ
か
ら

新
イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
提
案

レ
ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
の
お

い
し
さ
を
イ
ン
ス
タ
ン
ト
に
求

め
る
人
に
Ｕ
Ｃ
Ｃ
か
ら
新
シ
リ

ー
ズ
「
ザ
。
ブ
レ
ン
ド
」
と

「
テ
イ
ス
テ
イ
ー
・
カ
フ
ェ
」

が
発
売
さ
れ
た
。

Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
誇
る
ブ
レ
ン
ド
技

術
か
ら
生
ま
れ
た
５
０
０
種
類

ＳＰＥＣＩＡＬＭＥＳＳＡＧＥ
蕊灘驚灘

神戸百店会だより

｢ ザ・ブレンド」シリーズ

ｌ
ｌｌ７
ｌ

タ

篭,-鶴『鶴-偽驚鱗驚灘蕊に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

一
階
が
。
フ
レ
タ
中
心
、
二
階

が
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
。
ゆ
っ
く

り
と
商
品
を
選
べ
る
よ
う
、
落

ち
着
い
た
色
調
の
イ
ン
テ
リ
ア

が
心
に
く
い
。
ス
ー
ツ
は
も
ち

ろ
ん
、
オ
フ
タ
イ
ム
の
と
き
の

ウ
エ
ア
に
楽
し
い
生
活
感
が
出

て
く
る
よ
う
に
、
と
考
え
た
商

品
構
成
は
、
き
っ
と
あ
な
た
も

満
足
い
く
は
ず
。

国
ウ
ネ
中
央
区
元
町
通
２
‐
５
１
９

（
元
町
一
番
街
）
衝
０
７
８
１
３
３
１

１
３
１
１
２

噂鐸

チ
な
高
級
映
画
館
二
館
も
洋
画

の
封
切
館
と
し
て
映
画
フ
ァ
ン

を
喜
ば
せ
て
い
る
。

回
日
比
谷
シ
ャ
ン
テ
東
京
都
千
代
田
区

有
楽
町
一
ｌ
ニ
ー
ニ
麓
０
３
．
５
０
１

．
１
８
７
１

い
で
諺
。
、

☆
プ
ラ
ン
ナ
ー
は
あ
な
た
で
す

神
戸
の
和
菓
子
の
老
舗
・
菊

水
総
本
店
が
、
湊
川
神
社
前

本
店
向
い
の
甲
南
ス
カ
イ
ピ
ル

６
Ｆ
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
設

け
、
〃
誰
で
も
気
軽
に
使
っ
て
下

六
』
い
〃

ウネ・セレクション

味
わ
い
な
が
ら
、
六
代
目
店
主

菊
水
章
矩
氏
と
の
語
ら
い
を
楽

し
む
。
他
に
和
菓
子
の
職
人
さ

ん
に
お
菓
子
の
あ
れ
こ
れ
を
尋

ね
る
こ
と
も
…
。
時
間
は
毎
回

午
前
加
時
か
ら
、
時
卵
分
の
予

定
。
ま
た
、
気
の
合
う
仲
間
の

集
い
や
編
物
。
生
け
花
な
ど
の

教
室
に
も
ぴ
っ
た
り
の
ス
ペ
ー

ス
。加

名
ぐ
ら
い
の
人
数
で
何
か

し
た
い
の
だ
が
、
と
お
考
え
の

時
は
ぜ
ひ
一
度
お
問
合
せ
下
さ

い
。
使
用
時
間
は
日
・
祝
以
外

の
午
前
加
時
ｌ
午
後
４
時
。
い

ず
れ
も
料
金
は
無
料
。

画
お
申
込
・
お
問
合
せ
は
菊
水
総
本
店
意

０
７
８
．
３
８
２
．
０
７
７
２
担
当
・

蓮
見
・
吉
田
迄
（
毎
日
午
前
９
時
ｌ
午
後

８
時
）

か
ら
は
一
階
に
セ
リ
ザ
ワ
（
芹

沢
豊
男
社
長
）
、
ベ
ニ
ヤ
（
松
谷

冨
士
男
社
長
）
が
、
出
店
。
帝

国
劇
場
や
芸
術
座
、
帝
国
ホ
テ

ル
な
ど
の
、
中
高
年
層
客
が
多

い
界
隈
に
合
せ
た
親
し
み
や
す

い
高
級
イ
メ
ー
ジ
の
店
舗
展
開

が
み
ら
れ
、
Ｄ
Ｃ
ブ
ラ
ン
ド
は

見
事
に
ゼ
ロ
。
約
獅
席
の
リ
ッ

店主・菊水氏を囲んで、
菓旬４はごか
子の回毎招ら菊
を和 ･ 月待の水

蕊繍蕊
に
と
呼
び

§鋤
か
け
て

極
い
る
。
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ハ
リ
テ
ン
レ
ッ
ク
は
体
長
妬
セ
ン
チ
。
体
重
２
キ
ロ
。

抱
い
て
出
そ
う
と
し
た
ら
、

チ
ク
リ
ノ
紳
士
用
皮
手
袋
を
突
き
通
す
針
の
鋭
さ
だ
。

去
る
十
月
三
日
、
こ
の
愛
ら
し
い
針
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
ま
と
っ
た
〃
ハ
リ
テ
ン
君
″
四
頭
が
新
し
く
や
っ
て
き

た
。
（
以
下
可
愛
い
の
で
ハ
リ
テ
ン
君
と
よ
ぶ
）
カ
ナ
ダ

ヤ
マ
ア
ラ
シ
。
イ
ン
ド
タ
テ
ガ
ミ
ヤ
マ
ア
ラ
シ
。
ア
フ
リ

カ
ヤ
マ
ア
ラ
シ
と
ヤ
マ
ア
ラ
シ
類
は
こ
れ
ま
で
に
３
種
を

飼
っ
て
き
た
。
ヤ
マ
ア
ラ
シ
は
植
物
性
醤
歯
目
。
残
念
な

が
ら
神
戸
で
は
記
年
目
に
し
て
初
め
て
、
こ
の
ハ
リ
テ
ン

君
を
お
迎
し
た
の
で
あ
る
。

【
食
虫
目
、
ハ
リ
テ
ン
レ
ッ
ク
の
こ
と
】

人
間
は
サ
ル
か
ら
進
化
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

原
猿
を
さ
か
の
ぼ
る
と
八
○
○
○
万
年
前
の
原
始
哨
乳
動

物
の
出
現
と
な
る
。

そ
の
原
始
哨
乳
動
物
が
現
在
の
食
虫
類
に
似
た
動
物
で

あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
食
虫
類
か
ら
枝
分
か
れ
し
た
現
在

の
食
虫
類
の
仲
間
は
あ
ま
り
進
化
せ
ず
に
、
現
在
も
生
き

続
け
て
い
る
。

食
虫
目
。
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
科
。
テ
ン
レ
ッ
ク
科
。

キ
ン
モ
グ
ラ
科
。
ト
ガ
リ
ネ
ズ
ミ
科
。

モ
グ
ラ
科
。
ハ
ネ
ジ
ネ
ズ
ミ
科

等
が
あ
る
。

以
上
列
記
し
て
み
る
と
、
ハ
リ
テ
ン
君
は
、
我
国
で
も

お
な
じ
み
の
地
中
の
ミ
ミ
ズ
を
食
べ
ト
ン
ネ
ル
生
活
す

る
、
あ
の
モ
グ
ラ
の
一
員
で
あ
る
こ
と
が
お
分
り
に
な
る

は
ず
。そ

の
モ
グ
ラ
が
針
毛
を
ま
と
っ
た
の
が
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
だ

と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

だ
が
一
見
だ
け
で
は
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
と
テ
ン
レ
ッ
ク
で

は
、
区
別
す
る
の
が
難
か
し
い
◎

【
ハ
リ
テ
ン
君

の
食
性
】

野
生
で
は
昆

虫
。
小
動
物
。

果
実
。動

物
園
で
は

ミ
ン
チ
肉
。

卵
。
牛
乳
。

【
習
性
】

以
上
の
よ
う

に
ハ
リ
ネ
ズ
ミ

の
分
布
は
広

大
だ
が
、
ハ
リ

「
こ
れ
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
や
ん
か
／
」

集
ま
っ
た
学
童
た
ち
が
、
み
な
言
っ
て
下
さ
る
。
そ
れ

は
、
Ｔ
Ｖ
。
ワ
ク
ワ
ク
動
物
ラ
ン
ド
で
人
気
者
に
な
っ
た

ミ
ミ
ナ
ガ
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
、
〃
プ
ン
ク
ッ
ク
君
〃
を
見
て
の
こ

と
な
の
だ
。

学
童
に
し
て
み
れ
ば
、
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
も
テ
ン
レ
ッ
ク
も

同
じ
に
見
え
て
も
当
然
の
こ
と
。

外
形
か
ら
で
は
我
々
で
も
区
別
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
違
い
は
こ
う
な
の
だ
。

【
産
地
と
大
き
さ
】

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
。
旭
種

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
国
。
朝
鮮
。
小
ア
ジ
ア
等
に
広
く

分
布
す
る
。

体
長
二
十
セ
ン
チ
。
体
重
一
。
二
キ
ロ

ハ
リ
テ
ン
レ
ッ
ク
。
テ
ン
レ
ッ
ク
亜
科
６
種

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
島
だ
け
に
住
む
。

体
長
二
十
五
セ
ン
チ
。

体
重
二
キ
ロ
。

一見ハリネズミのようなハリテン君

鱗

蕊灘繍織撫灘鍵

織
溌
蕊
溌
灘

篭蕊蕊慧：

霧剖
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強
い
陽
射
し
が
苦
手
な
ん
だ
。
草
む
ら
や
石
垣
の
す
き

間
に
頭
を
突
っ
こ
ん
で
じ
っ
と
動
か
な
い
。

ち
ょ
っ
と
触
れ
る
と
、
す
ぐ
、
イ
ガ
グ
リ
に
な
っ
て
針

毛
を
た
て
る
。
手
足
も
顔
も
あ
の
鋭
い
針
の
体
に
隠
れ
て

し
ま
う
。

そ
れ
に
し
て
も
慌
て
る
と
自
分
の
顔
を
刺
さ
な
い
か
。

ほ
ん
と
に
心
配
に
な
っ
た
。

だ
が
よ
く
で
き
て
い
る
も
の
で
す
な
あ
／

ま
ず
両
耳
が
内
側
に
折
れ
て
目
を
保
謹
し
、
口
の
辺
り

を
両
足
で
抱
く
よ
う
に
し
て
丸
ま
る
。

そ
の
丸
ま
る
時
の
順
序
が
違
わ
な
い
か
ら
面
白
い
。
ま

る
で
旧
式
の
折
た
た
み
、
ジ
ャ
バ
ラ
の
カ
メ
ラ
み
た
い
。

し
っ
か
り
丸
ま
っ
て
し
ま
う
と
、
も
う
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン

で
も
咳
む
こ
と
は
絶
対
に
で
き
な
い
。

穴
堀
り
が
得
意
で
暇
さ
え
あ
れ
ば
ほ
ら
穴
を
探
し
、
自

分
で
も
、
カ
リ
、
カ
リ
、
カ
リ
、
前
足
で
辺
り
を
か
き
回

っ
て
い
る
。

「
あ
っ
、
ほ
ら
穴
に
い
る
／
●
」

お
客
様
に
見
え
な
い
と
思
い
、
引
き
だ
そ
う
と
す
れ
ば

ぎ
ゅ
う
。
力
い
っ
ぱ
い
針
を
立
て
る
と
、
も
う
前
に
も
後

ろ
に
も
動
か
な
い
か
ら
手
の
出
し
よ
う
が
な
い
。
じ
－
つ

と
力
の
弱
ま
る
の
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。

記
者
発
表
の
際
、
仰
向
け
に
お
い
た
テ
ン
レ
ッ
ク
君
、

顔
を
出
す
ま
で
に
早
く
て
三
分
。
危
険
を
感
じ
た
ら
十
分

以
上
も
そ
の
ま
ま
丸
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
顔
を
出
す
姿
は
、

『
も
う
我
慢
で
き
な
い
』
と
、
ま
る
で
シ
ビ
レ
が
切
れ

て
、
足
を
く
ず
し
て
い
く
格
好
だ
か
ら
、
思
わ
ず
笑
い
そ

う
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
い
け
な
い
。

彼
等
は
必
死
に
安
全
を
確
め
、
く
る
り
と
ひ
つ
く
り
返

っ
て
逃
げ
だ
し
た
の
だ
。

テ
ン
君
は
ア
フ
リ
カ
南
東
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
烏
に
の
み
す

み
、
体
格
も
一
回
り
大
き
い
こ
と
が
お
分
か
り
の
は
ず
。

夜
行
性
で
あ
る
こ
と
は
、
屋
外
で
の
記
者
発
表
の
際
、
地

上
に
お
か
れ
た
テ
ン
レ
ッ
ク
君
４
頭
。
地
を
は
う
よ
う
に

穴
ぐ
ら
を
探
し
逃
げ
回
っ
た
。

丸まったハリテン君、「もうダメダ…」とばかりに足をくずす
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